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学校教轡と博物館との運携をめざして

・この文瀧は，平成5年度・第56回教育実際指導研究会（平成6年2月開催）の研究同人発表におけ

る発表原稿を，紀要原稿用に修正執筆したものです。従って，文章中，多少読み辛い表現があると

態われることを，お綻びいたします。そのことをお含みの上，お読み頂ければ幸いです。

Lはじめに
1．』博物館の再譲識

　教育憾，学校教青・家癒教育・社会教育の3つに大別できる。ともすればわれわれ教師は，この社

会教育の存在を忘れがちである。私は，eかねでから，学校教育と社会教育，特に博物館とは，互いに

連携し，その特性を生かしあうことが大切であると考えていた。この文章が，博物館の長所を再認識

し，学校教育の現場において，最大限に活用して頂くための手助けになれば幸いである。

2．内容の骨子

　項目は大きくわけて5っある。

　まず第一に，学校教育と博物館との連携にっいて，序論を述べる。ここでは，博物館の機能・連携

の必要性や有効性，教師や児童の意識について述べたい。

　第二に・最近の博物館の動向について。ここで橘博物館側の学校教育に対する考え方や，最近・

増加の傾向にあるさまざまな教育普及活動を紹介したい。

　第三に，本校の実践例を紹介する。本校は，博物館に恵まれた環境に位置することから，それらを

利用した活動も多く取り入れている。その中から，特に国立科学博物館を利用した活動を中心に例を

あげて述べたい。　　　　　　　　　”
　第四に，他校の実践例を2つ紹介する。

　最後に，望ましい連携の姿について提案し，この文章のまとめとしたい。

皿．序 論

1．　「博物館法」による規定

　「博物館法」では，　「歴史，芸術，民族，産業，自然科学等に関する資料を収集し，保管（育成を

含む）し，展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し，その教養，調査研究，レクリエーショ

ン等に資するために必要な事業を行い，あわせてこれらの資料に関する調査研究をする機関（以下省

略）」と規定されている。一般的に，博物館には，○○博物館をはじめ，資料館・科学館，美術館・

動物園，植物懸，水族館などの諸施設も含まれる。’

　一方，簿物館法の別の項には「学校・図書館・研究所1一公民館等の教育，学術または文化に関する

諸施設と協力し，その湧動を援助すること。」．とある6zまた，その第2項には，「博物館は，その事

業を行なうにあたうて慧，±地の事構を考慮し，国民の実生活の向上に資し，更に学校教育を援助し

得るようにも留意しなけれ嬢なら犠㌔」と定められてるδ

2．教育改革の精神から読み取れること，　　　　　、　　　，

　今日叫ばれている教育教革の骨子は，①個性化，⑳変化への対応（国際化・情報化），③生涯教育

体系への移行．の3点に集約することができよう。このことだけを見ても，学校教育が社会教育施設

を活用する意義が十分うかがえる。最近の博物館の動向を見ても，展示・研究といった従来考えられ

てきた機能よりも，教育普及活動にウエイトを置く館が急増する傾向にある。優秀な学芸員を配置し

一入でも多くの子供（むろん大人も）に利用してもらおうと，大変な努力をしている姿が見られるの

である。
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単校教冑と博物姑との運携をめざして

　所で指導にあたってもらう等の配慮も必要である。

（6｝一過性の「兇学」的な利用にとどまらず，発達段階に応じて，計画的に利用させることが望ま

　しい。また行っでみたいと患うような活動を大切にすること。「今，この簿物館に行くとこんな

　特別展をやっていますよ」とか「この学習は，この博物館へ行くといろいろなことがわかりそう

　ですね」といった，授業の中でのちょっとした働きかけも・思いの外効果がある。

4．学習ノー・一一rトの試作

　自孟学翌の一・一・・eCt，或いは，土曜休業日の有効活用などで自主的に博物館を訪ねるような児童は・お

よそ目的やテー・マがはっきりしている為，博物館で何を学習するべきかだいたい把握しているのが普

通である。しかし，どう利用したらよいかわからない，どこに何があるのか見当もっかない，といっ

た児藪も見られる。こうした児童には，まず，博物館がどのような学習に役立っのか，そして，どん

な利屠・活用の方法があるのかを正しく伝え，．興味を抱かぜることが先決であろう。

　こうした考え方から，本校の児童が最もよく利硝し，身近な博物館の一つでもある，国立科学博物

館を例にとb，ヂ博物館学習ノート」なるものを試作した。
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5．学智ノーH－tトの内容・使い方・

　まず，小さな工夫の一つが，表紙の日付欄である。日付を記入する欄が一つではなく，複数にして

ある。これは，意図的にこのようにしたもので，一回だけでなく，自分の課題の探求が終了するまで

何度でも足を運び，学習してほしいという思いを，児童に伝えるための工夫である。

　現在のものは，試作品といった感じのもので，内容も不十分であるが，将来は，児童の編集委員と

協力して，　「自然史編」，　「進化編」，　「環境編」，　「宇宙編」ジ「科学技術編」等，分野ごとに分

冊とし，より充実した活動に使えるよう改良を加えたいと考えている。

　この学習ノートの使い方は，児童の自由に任せられている。1ページ目からコツコツ取り組むも良

し，自分の研究テーマに沿った部分だけを集中して活用するも良し，まったくの参考資料として使う

のも良しeっまり，児童の個性や興味・関心・，研究テーマ，学習内容などに応じて，活用方法は児

童自身がみつければ良いわけで，特にこのように使いなさい，と決まっているわけではない。

　もう一一つの小さな工夫として，携帯爾折畳み椅子の持参があげられる。これは，’本校が校外学習周
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学校教冑と博物如との迎携をめざして

3．　F学校学芸員」の構想

　学校から閲体で博物館へ行くといった一方通行の活動だけでなく，博物館の専門職員を学校へ招き

授業をしてもらうという発想もある。理想的な姿としては，1週間のうち何回か，博物館の先生の授

業がある，或いは，司轡教諭と同じように，学校にも学芸員が常勤（地域の複数の学校で1人でも良

い）している，といっ光姿も考えられる。しかし，現段階では制度上大変むずかしく，実現は事実上

困難と雷わざるをえない。今後先進的な実践が試みられ，将来実現するものと大いに期待するところ

である。

4，朋かれた博物館

　教師の一人として，私が博物館に要望したいことも多々ある。学校の博物館利用を妨げている小さ

な要因をたくさん感じるのである。学校団体の入館料免除・減免の促進，送迎バスの一層の充実など

もその例であるeしかし，一番要望したいことは，より「開かれた博物館」っまり，「人と人」の関

係を璽視した博物館づくりを目指してほしい，ということであるP学校と博物館の連携というと，と

もすれば，「施設と施設の連携」ととらえられがちであるが，私はそうは思わない。子どもにしても

教師にしても，あの博物館のあの人に相談してみよう，と気軽に足を運べるような環境作りを目指し

てもらいたいのである。

　更に，希望することは，様々な情報を収集し，幅広く提供する「情報ステーション」の役割も摸索

・研究してほしいということである。パソコン・FAX・ISDN（光通信テレビ電話）などのメデ

ィアを通じて，博物館ならではの情報を教育現場に即生かせるシステムを開発することはできないだ

ろうか。

V［．お　わ　り　に

　私の乏しい実践の中から考えを述べたに過ぎない，甚だ不完全な文章ではあったがこれを機に，

一人でも多くの先生方が・博物館というものを再認識し，そのより効果的な活用方法を模索さ札ゆ

くゆくは，学校教育と博物館とのより望ましい連携の姿を求めて頂ければ幸いである。

　学校と博物館の関係はゆきっくところ，「人と人との関係」だといえる。私も，そのことを再認識

し，更に研究を続けたいと考えている。

　最後に・貴重な資料を提供してくださった，諸先生方，諸施設の方々に感謝いたします。
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